
幻想と現実との相剋
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知 誠 之 助

18才では人生の真の物語はまだこれから始まるところだ。18才になる前は,私た
ちは坐ったまま,信 じられないような作り話一一楽しいのもあり悲しいのもあるが,
ほとんどいつも非現実的な話一一に耳を傾ける。18才になる前は,私たちの世界は

崇高・華麗である。そこに住む人々は半神か半悪魔であり,情景は夢のなかのもの

で, 自然に見られるものよりずっと暗い森,不思議な丘,明るい空,危険な海, う
るわしい花,食欲をそそる果実,広い平原,荒涼たる砂漠, 日のかがやく原が,私
たちの魔法にかけられた世界にひろがる。…・

その時期一一すなわち幻想の空なる夢の境界に近ずく18才には,妖精の国は背後
にあり,現実の岸辺が前面に浮かびあがる。その岸辺はまだ遠く, とても青くやわ
らかくやさしく見え,そ こに到達したいと切望される。…・そこに達しさえすれば,

もう飢え渇することもなかろうと思われる。しかし真の幸福が味わえる前には,多

くの荒野と死の洪水,あ るいは死と同じく冷たく,ほとんど同じくらい黒い悲しみ
の流れを越えなければならない。・…

18才ではわたしたちはこれに気づいていない。・…要するに18才では,経験の学
校に入るところだ。そして自尊心を傷つけ砕き打ちひしくが, しかも心を清め気を

引き立たせてくれる教えをまだこれから学ぶところだ。
1)

これは Sカルノリ の女主人公 Car01ine Helstoneに ついて書かれたもので ,

Charlotteが 成熟 した後に描いた18才 の少女像である。長々と引用 したが ,

これによって18才 の Charlotteを 想い描いてもあまり遠 くはなかろう。当時

の彼女はまだ人生の真実に気づかず,「夢の境界に近ず」いていて,夢 と現

実 との境 目で模索 していた,と いえよう。 この時期の彼女の作品には,幻想

和

1)SカグγJay,Chap.Ⅶ,pp.75-76.(Everyman's Library).
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の世界に遊び模倣に熱中しながらも,例えば弟の Branwenな ど周囲の現実

を見わたして,幻想と現実との相剋に苦しみ模索をつづける傷ましさをうか

がうことができる。

幼ない日々の夢を Charlotteと 共にした弟の Branwellは ,そ の後も夢の

世界から脱し切れず,幻想と現実との限界を見きわめることができず,やが

て現実の世界に敗退する。 Emilyは Branwellの 愚かさにも染まらず, ま

た Charlotteの 二元性をも越えて,ひ とり強じんな想像力の世界に住みつづ

け,確乎とした独自の世界を構築してゆく。

Charlotteは 両者の中間にあると云えよう。 17才18才以後もさらに何年か

の間 Angria,`that burning clime'1)に夢を狂おしくかけめぐらした彼女は,

1839年 “The Last of Angria"に おいて Angriaへの訣別の辞を敢然と表

明する。そして後に T力θ乃観ルssθ″の序文において,“plain and homely"

なものへの志向を表明するが,ルπθ二〃θにおいては,抑制されていた想像

力が見事に開花することは周知の通りである。更にまた S乃グγJθγにおいては

再び激情よりも経験に則して行こうとして光の消えた世界に帰るが,やがて

カノル″θにおいて幻想と現実との微妙な融合がなされ, Charlotteの 芸術が

完成に近ずいてゆく。

想像の世界のみに生きられる Emilyは 天才であり,幻想と現実との区別

のできぬ Branwellは みじめである。しかし現実のみに執着することもでき

ず,幻想のみに遊ぶこともできず,幻想を脱して想像の世界を夢みるが,現

実の無視も許されない Charlotteは あわれである。 現実を,いや人間存在

の根源をつきつめて行けば, Char10tteが心ひかれた MiltOnゃ Scott,更

に Byronの ように, そこで「悪」に突きあたらざるを得ない時,混乱と動

揺を招いたとしても,誰がそれを笑うことができようか。時に酒に酔いしれ

るのを現実逃避とののしられようと,幻想に思いをはせて時に我を忘れはて

1)“ The Last of Angria"の 中にある一句 (MttθθJJαηθθtt αηグυηp%ゎ Jグs力θグ フレグ′‐

グπtt θ/C力αγ′θ″θ αηグ P.B。 3笈〕κ′″〔以後 ″π Jグπゼ野〕, The shakespeare
Head Bront● (以後 SHB),V01。 Ⅱ,p.404。



和 知 誠之助               67

.る のを痴人のたわごととそしられようと,人はみなそれぞれの生き方に懸命

である。芸術は所詮ある種の阿片でもあろうか。最も現実性の密度の濃いイ

ギ リスの小説にあっても,それが現実凝視のはてに生れるものであれば こ

そ,それは同時に夢の陶酔への一つの傾斜の表現であることを否定できない。
,Charlotteの 成人した後の作品の中にも痛ましいまでに交錯する幻想と現実

とが織りあやなす糸のあやしさは私たちの胸をしめつけてやまない。

Charlotteの 成人後の作品の基底となる想像力は, 深い現実認識の上に立

った強じんな想像力であって,幼ない日々の漠とした夢とは全く異質なもの

であることは云うまでもない。しかしそれは彼女にあっては,こ れら幼ない

日々に育てた夢の世界を通ってこそ生れ出たことを無視できないであろう。

1。 模倣 と模索

1831年 1月 から1832年 7月 までの Roe Headに おける生徒生活を終えて ,

約一年半ぶりに故郷の Haworthに 帰った Char10tte(16才 )は , その留守

中男性としての成長を実生活にも
1)作
品の上にも反映しかけていたがまだ幼

ない空想の41a語を書きつづけていた BranWellと ,二人の妹たち
2)と
に囲ま

れて, 自由な楽しい日々を送り,篭の鳥が大空に放たれたように,再び魂の

翼を存分にはばたかせて行った。これから1835年 7月 (19才 )に今度は教師

として Roe Head に出かけるまでの約 3年間は彼女が `a life of golden

romance'3)を楽しんだ幸福な時期であった。

既に引用した Ellen Nusseyへの手紙
4)に
も見 られるように,外面的に

1)Branwellは村の `The Black Bull'と いう屋酒屋で村の若者と交わったり,拳闘

を好きになリスポーツ紙を読みふけるようになっていた。

2)Emilyと Anneと の二人は北大平洋に Gondalと ぃぅ大きな島を設定し,別個

の世界を創造 していた。

3)Fannie Eo Ratchford(ed。 ),LC♂ 7παs O/4πgrグα,`Introduction,'xxiv。

4)「Char10tte Brontё の Juveniliaそ の 1」 ,『甲南女子大学英文学研究』第 6号 ,

p.6.
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は主婦がわりの 長女 としての 家事 や 弟妹 の 教育 などにつとめなが らも,

Charlotteは Roe Headの 生徒生活による制約とお くれを一気に取 り戻そう

とするかのように, Branwellと ともに,烈 しく燃え立つ想像力をロマンス

の世界に投げ込んで行 ったのである。

この時期における Charlotteの作品に最も顕著な特色は,ロ マン派作家 ,

特に SCOttと Byronの模倣である。それはロマンヘの傾斜であると同時に,

「悪」の探究でもある。人間性の複雑さ,云 ってみれば,人間の不完全さの

認識であり,激 しい愛情のあとに訪れる心変 り,そ れに伴なう嫉妬,復讐 ,

友情 と裏切 り,策略とそれへの憤 りなど,人間のもつさまざまな様相,愚か

さ,醜 さともいえるかも知れないが,それぞれ「我」をもつ近代の人間にま

ぬがれぬあわれさが,少女期を越えようとする Charlotteの 心を大きく動揺

させて くる。

このような人間性の複雑さに対する認識は主として文学を通 して得 られた

ものであり,1834年 7月 4日 付の Ellen Nusseyあ ての手紙の次の一節は,

Charlotteの 当時の読書傾向を端的に語 っている。

.。 . If you like poetry, let it be ■rst rate, Milton, Shakespeare,

Thomson,Goldsmith,Pope(if yOu will,though l don't admire him),

Scott, Byron, Campben, wordsworth and Southey. Now don't be

startled at the names of Shakespeare and Byron.  Both these were

great men and their works are like themselveso You will know how

to choose the good and avoid the evil; the inest passages are always

the purest, the bad are invariably revolting; yOu will never wish

to read thenl over twiceo C)rnit the Comedies of Shakespeare and

the Dθπ
=篤

α,Z, perhaps the Cα グπ, of lByron,  though the latter is a

magnincent poem and read the rest fearlesslyo That must indeed be

a depraved IIlind which can gather evil fronl」 日rιπη yJJr,frOm Iき グθttα″ご

■■■、from i`レθbθ′力,and二ぶαπル′andルιノグπS Cαθwγ.Scott's sweet,wild,

romantic poetry can do you no harm, nor can Wordsworth, nor

Campbell's, nor Southey's, the greater part at least of his; some is

certainly exceptionableo  For history, read Hume, Rollin, and the
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3鷺グい ノ“乃

「りs′θ″γ, if yOu can― I never dido  For iction一 一 read
ScOtt alone; an nOvels after his are worthless.  For biography, read

Johnson'szグ υ〔なのだ′ヵι Pθθ′s, BosweH's Li∫θ ぽ ルカπSθ′ι, SOuthey's
L;∫θ ωβAたたθπ,Lockhart's二 ;∫θげ B%夕 '夕雰,M00re's二 )∫οげ  S力θ″ググαπ,
Moore'sLゲθ6r助″θπ,w。lfe's Rθttαグπs.… 。

1)

ロマン派作家の影響については既に触れたが,2)こ の一節にもその傾向は

明白にうかがゎれる。特に Scottと Byronへ の心酔は著しく,「小説につ
いては一―スコットだけを読みなさい。彼以後の小説はすべて無価値です」

という言葉は,Char10tteの Scottへの傾倒を最も明白に示している。また
ByrOnについては,1824年 にギリシャのミソロンギで悲劇的な死をとげて以

来 12年あまり経っていたが,彼の熱情の色調は幼い Charlotteの 胸に痛ま
しいまでにいきいきと生き続けていた。

3)ぃ
ゎゅる Romanticismな るもの

には,今更ことわるまでもなく,さ まざまな色調が見 られる。自由への熱烈
な渇望,因襲への叛逆,はかり知れざる自然への驚嘆,伝奇性への偏向,抒
情,憂愁,哀傷,超自然・神秘への傾斜, 自我の爆発とその拡大への熱望な
ど,一見矛盾 するかに見 えながらも互いにつらなり合うもろもろの心情 ,
SCOttに も ByrOnに も見 られるこれらの色調が, この時期の Charlotteのヽ

作品に,未消化ではあるが,それだけにかえってあざやかに浮かび出ている。
Scottと Byronと の類似性については既に指摘されているが,4)ByrOnは

1)Mrs.Gaskell,7ヵ θニグリセ a/‐ C力α″′θ′″ιB″θπノυ(The world's Classics),pp.103
--104.

2)『甲南女子大学英文学研究』第 6号,pp.24-25。
3)例えば Cαη′グηθ ″γπθη (1839)においても, “Do you read Lord Byron,
thenP'' と Northangerland iこ 問われた CarOline lこ , ``Yes, indeed l do,and
Lord ByrOn and BOnaparte and the Duke Of WVellington and Lord Edward

Fitzgerald are the fOur best lnen that ever lived。 "(LagθηグS θノ 4、ぎ グα,p_
246)と 答えさせている。
4)Cf.阿部知二『バイロン』(創元選書,1948),pp.109-111.
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1812年 SCOttと 文通を始め,1)1815年 までは顔 は合わさなかったが,SCOtt

に対しては当代のどの作家に対してよりも大きな敬愛の情を捧げていたこと

が知られている。SCOttの方も,1821年 に Byronの Cαグπが世の多くの非

難を受けたのに対し,かねて彼に好意をもっていたSCOttは ,それを MiltOn

の Rπα″sι Lθs′ にたとえて弁護したりしている。
2)ま
た1828年 SCOttが

Lady Francis Gowerに 招待されて「海賊」の歌が歌われるのを聞いた時 ,

それは彼自身の r力θ Pグπ′θの中からのものだったが,彼はそれを Byron

の作と思ったりするようなこともあった。これは阿部氏も指摘しておられる

ように,両者に人間的にも文学的にも類似性が強かったことを物語っている。

ロマンヘの志向の強かった Charlotteが, このように著しい類似性をもつ

Scottと Byronと の両者に対して,いずれにも烈しく心酔したことは自然の

成り行きであって,それはこの時期の彼女の作に殊に著しく跡を残している。

Fllえ ば作品の表題だけを見ても次のような影響が見 られる。

Scott Tλ9 BγググαJ″r Tγグθγttαルι(1813)

T力θβルθルDωα′グ (1816)

T力θβ″ググθ6デ Lα解″θ″ηηθ″(1819)

動 θ2z′θ(1821)

Byron    Tttθ  β″ググθの「Aの′グθS(1813)

Tんι Cθ/sαグγ〔「i毎則t」〕(1814)

Charlotte   rヵθβ″ググαノ(1832)

1)1812年 7月 6日付の Byronの SCOttあ ての手紙について次のような注が加えら

才Lいる。 ―
``1「 he correspondence which begins with this letter laid the foun_

dation of a■ rm friendship between the two Poets."ELθ J′θγs απグ」θttιγηα′S,

Vol.Ⅱ ](T力θ l″b″ s々θ/二θγグ助 γθκ,edo Rowland E.Prothero, 1966), p.
131, fn.

2)ScOttは Murrayあ ての手紙 (1821年 12月 4日付)で,ByrOnか ら Cαグπ を献

呈されたことに感謝し, Cαグπ について次のような賛辞を述べている一一“I dO

not know that his /ゝ11use has ever taken so lofty a night anlid her forrner

soarings.He has certainly matched Nlilton on his O、 vn ground.。 。。"
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Gγθιπ Dωαグ  (1833)

2″α′θ (1833)

1832年 7月 に Roe Headか ら帰った Char10tte

は 8月 20日 には既に 動θβ″グル′を書き終えている。これは詩と散文で書か

.れているが, どちらも Marquis Of Douroと  `the beautiful,virtuous,and

accomplished,but untitled,Marian Hume'と の結婚の物語である。Douro

侯は若くして多くの情事を重ね,ByrOnと 同じく女性の方から熱烈な愛を捧

げ られる。この物語より後に加えられていることだが,関連上ここで説明し

ておくと,彼の最初の妻 (又は恋人)は Lady Helen Victoriaで Ernest

Edward Gordon Wellesleyを 生んでいる。
2)次
に忠実な恋人 Mina Laury

と情愛を交わし,3)Marian Humeは第二番目の女性であり,こ れらはすべて

Douro侯 が、21才以前のこととされている。第四番目の女性は Mary Percy

である。Douro侯は Mary Percyを 見るとすぐ心ひかれ,Marian Hume

を捨てて Mary Percyと 結婚する。
4)

このようlこ Douro侯 の性格も情事も後の物語では複雑化して行くが, こ

の 1動θコングル′はまだ子供っぽい空想の所産であり,魔法使いの登場によっ

て困難を解決させたりする幼なさを抜け出ていない。しかし成人後の作品の

原型と思われるものがいくつか見出される。Douro侯 と Marianと の婚約を

しっとした Lady ZenObia Ellringtonが 狂わんばかりにそれを妨害しよう

とする姿は ルπθ 2〃θの狂気の妻を思わせる。

1)■物 TηθJυθ 4″υιη′z夕 ίs αη″ 0ノカιγ S′θ″法 (1925)で は “Love and Jealousy"。

原稿は18頁,3■ インチ×2,(4,000語 +18行 )。 そのうち4頁は現在 HawO■ h

の The BOnnell Collectionに , 残り14頁は Philadelphiaの H.H.Bonnellの

所有。散文の物語に挿入された `He iS gone,and all grandeur has ned from

the mOuntain'に 始まる詩は,その 1年前の1831年 7月 休暇中に Hawo■hに帰
った時の作のように思われる。(Cf.″π′グη邸,SHB,Vol.I,p.207 fn。 )
2)Cf。 ″7S′θり θ/4ηgγグα,Ⅲ (1836)
3)Cfo Pθノルグθsグπ Tを″グψθノグS(1833), T力 θ〔シθノノ(1834), J‰ iπα ttαπ′ヮ (1838).
4)本稿 p.31(PθJルグ

“
グπИ歿れ″′グSについての個所)参照。

物
物
Ｄ
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次の一節は Lady Ellringtonの そうした狂気の姿の描写の一部である一一

One evening abOut dusk, as the Marquis of]Douro waS returnlng

from a sh00ting excursion into the country, he heard suddenly a

rustling noise in a deep ditch on the roadside. He was preparing his,

fowling‐piece for a shot when the form of Lady EHrington started

up before hiln.  Her head was bare, her taH person was enVeloped

in the tattered remnants of a dark velvet mantleD Her dishevelled_

hair hung in Ⅵバld elf‐ rocks over her face,neck,and shoulders,alinost

concealing her features, which were emaciated and pale as death。

He stepped back a few paces, startled at the sudden and ghastly

apparitiOno  she threw herself on her knees before him, exclailning

in wild,lnaniacal accents:

`My lord, ten me truly,  Sincerely, ingenuously, where you haVe

been.… . Have you seen that wretch Marian Hume? Have you spoken

to herP Viper! Viper! Oh, that l could sheathe this weapon in her

heart!'                                                `

Here she stopped for want of breath, and, drawing a long, sharp,

glittering knife from under her cloak, brandished it wildly in the
。 1)

alr.

また Douro侯 は Lady Ellringtonに ついて地下の洞くつに行くと,そ

こで魔法使いから, Marianと の結婚は二人を破滅に導くので天の予言の星

によって定められた ZenObiaの手をはばむな,と 告げられた時, `duty'と

`true love'と の間の争いになやむ。

The combat betwixt true love and duty raged for a few seconds

in the marquis's heart,and sent his life‐ blood in a tumult of agony

and despair burning to his cheek and brow....2)

1)″γルグ化gs,V01.I,SHB,p.209。

2)Jιググ・,p.213.
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ついに義務感が勝ち, 天の命令 に従 おうとする時, `There is magic.

Beware。 'の声が聞こえ,許 しを乞う Lady Ellringtonを捨てて去る。これ

は 力〃θ“勁γθにおいて,Janeが st.JOhnの訴えに負け,`I had nOw put

love out of the question, and thought only of duty'(Chap. 35)と 考え

て義務感に従おうとした時,ど こからともなく,“Jand Jand Jand"と 呼ぶ

声を耳にして,St.Johnを振り切る Janeを想起させる。また結婚の準備

にいそがしい時,Rogueの 首謀による賃上げ暴動が起り工場主が殺されたり

する騒ぎは,Roe Headの MiSS Woolerか ら聞いた当時の Luddite Riots

の話に基づいていて,後に Sカルノの で詳細に取り上げられることになる。

次の1833年 (17才 )は Char10tteの 一生のうちでおそらく最も多産の年で

あり,1)多 量の散文と詩が残されている。 そのうち Tんθ」乃%πグノグπg(May

31-June 27),■物 G″ιθπ υωαグ (Sept.2),お よび 4γ′力%γグαπα (Sept。 27

-Nov.20)2)の 三つが注目される。第一のものには Byronの “Manfred"

(1816-17), 第二には Scottの 力απ力θθの影響が明白にあらわれている。

Tttθ FO“屁αJJπg。
3)

この物語の主人公 Edward Sydney は

Dirbyshireの ガヽ屋で赤ん坊の時拾われた捨子だが,成長して養父の死んだ

後,自 分の実名を知り,そ の頃アフリカに発見された植民地 VerdOpolisに

新しい運命を求めて出かける。到着してすぐ Douro侯の愛顧を受け,侯が

憎む Rogueに対抗するために議会の一員となり雄弁を振るって活躍する。

そして Douro侯のいとこ Lady Julia wellesleyを 恋し,そ の心を得るの

に成功し結婚を望む。しかし彼女には父のきめた婚約者があり,身分低き者

には望みなしと知った Sydneyは ,貴族と確信している自分の親の発見につ

1)タ イプしたら最も少なく見積っても1,000頁 は書いている。(Cf.Fannie E.
Rachford,T力θ βηグ″s'Web o/CカグJグカθθグ,p.67。 )
2)散文と韻文の断片的なものを集めたもので,18,600語 と278行。原稿は J.Pier_
pont Morgan Library所蔵。

3)原稿は20頁 ,7品インチ×
ザ (34,000語 )。 現在

Ashley Libraryの所蔵。 冨J題
は “A Tale of Our Own Times by Captain Tree."
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とめる。Wellington公 の助けを得た彼は,VerdOpolisの 貴族の若者が教育

される大学 (魔法使いの Manfredが学長)の ある Phi10sopher's lslandに

行き, そこで Frederick Guelph,Duke of York and King ofthe Twelves

が父であることを知る。そして Juliaが嫌な貴族との結婚を強行されよう

としている場に丁度帰り着き身分を明らかにする。 その後まもなく PrinCe

Edward of Yorkで ある Sydneyは Juliaと めでたく結婚する。

以上がこの物語の概略であり,Charlotteは その序文にわざわざ,こ の物

語には `Vile and loathesome falsehoods'は 含まれておらず, 自分の町で昨

年起ったことだ,な どと事実らしさをよそおおうとしているが,捨子の身分

が高いことが判明してめでたしめでたしとなるという,Tθ綱 ルπθSな ど18世

紀の多くの小説に見 られるきまり切った型の踏襲に過ぎず新しさは全く見 ら

れない。作中人物にも Bravey, Sergeant Bud, JOhn G■ ord, Captain

Flower,Crashieな ど,幼時のおとぎ話的物語に登場させた人4勿を多く用い

ていて,まだ真の想像力を働かせるに至っていない。また Manfredな る人

物にも,ByrOnの 描いた Manfredの ,自 我にとりつかれた孤独,倣岸と悲

愴な情熱のかけらも見 られないし, HOrace walpoleの  T/Zθ  Cα s′ノθ げ

0″απ′θの Manfredの悪魔的性格ももちあわせていない。 むしろこの物語

の Manfredは Douro侯 の死を歎き悲しみのり(を歌う,子供の空想に都合

のよい魔法使いにすぎない。 (Douro侯 はあとで魔法により生き返される。)

このように Gothic Romanceの影響をうつしているおとぎ話や魔法の取

扱いなどには未熟さをはっきり残しているが,Char10tteの 描写の筆はかな

り進んでいて,Ratchford女 史も Glass TOwnの 描写はすぐれたものの一

つだとしてその一節を長く引いている。
1)ま
た静穏さよりも嵐にはげしく歓

喜する色調は Char10tteの この後の作品に次第に強まって行 くが,Byronの

影響と思われるその傾向は,こ の物語中に挿入された詩の次の一節にも読み

とることができる。
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L′ist to the voice of the far tempest yelling;

Darkly it broods o'er that white icy hin;

Yet its dread music is deep'ning and swelling;

Sounds the loud wind¨ blast inore hollow and shrill。

Stern is the welcome, and haughty and high,

Which greets my return to the land of my birth;

Thunder peals speak from the heart of the sky;

Pine forests bow to the storm‐ smitten earth.

Yet to my spirit more sweet is the sound

Than the music which ■oats over vine‐ covered France,

ByrOnの J&グレιグに見 られる Astarteの 幽霊に向っての悲痛な叫びは

7笏力θ″グπg∬θグg乃′sの Heathcli∬ を思わせるが,Emily:な どと共に Byron

を読んだと思われる Charlotteは ,こ こではより幼ない形であるが Byron

に影響されたことが明白である。上の一節なども,M″ルθグのなかの `My
joy was in the wilderness'(Act H,Scene H)に 始まる Manfredの独自、

の幼ない模倣のあとを残している。

鋼脆 Greoπ D″αrf.1)   この物語には “A Tale of the Perfect

Tense'' という冨J題がつけられているが, それは弟の Branwell が悪漢

Rogueに 重要な役割を与えて展開させているので,Charlotteが Angria物 :

語全体の連関性を維持するために過去にさかのぼって Rogueの 経歴を語ろ・

うとしたためである。また SCOttの 歴史小説のあり方に暗示を受けたためと

も考えられるが,こ の方法は他の詩や物語においても,た びたび見 られる姉

弟の常套手段であった。

Branwellは T力θR″α′ι(Feb。 8,1833)に おいて,そ の前に書いた 二θ″′″S

ルθπ απ Eκg″s勿憾π (Sept。 2,1830-Aug.2,1832)に おいて死なせた

Alexander Rogueを再び取り上げ,残酷だが強力な海賊として外洋ではな:

1)原稿は25頁 , 4拷インチ×3=(34,000語 )。 TexaS大学図書館所蔵。
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ばなしい活躍をさせたのち,VerdOp01isに 掠奪物をもち帰り,Lady Zenobia

Ellrington l)と 結婚させた。

これに対し Charlotteは Tんθ Gγθθη D″αグ において,20年前の Rogue

を,Branwellの ように単なる冒険好きな悪漢とせず,ロ マンチックな色彩を

加えて登場させる。若い頃の Rogueは C010nel Alexander Percyと 呼ば

れる美青年だったが,Lady Emily Charlesworthに 心奪われ,恋仇の Lord

Sto Clairに 変装して彼女を人里離れた城に閉じこめる。更に St.Clairを も

謀反の罪をきせて取り除こうとする。しかし最終裁判の時 Percyの謀略が

明 らかになり,彼は Wellington公 から死刑を宣告され,の ちに16年の追放

に処せられる。その間彼は世界を放浪し盗賊・海賊などの間ですごす。流刑

の期間が終ると VerdOpolisに帰り,既に死んでいる伯父の遺産を得ようと

するが無駄と分り,次に名をかえて政治に関心を向ける。「あの煽動的政治

家,やつれ果て衰えた放蕩者 Alexander Rogue,Viscount Ellringtonに か

つての異彩を放つ美男の青年将校 C010nel Augustus Percyの 面影はほと

んど見るべくもない」と結んで, Charlotteは BranWellの 描く Rogue像

と関連づけている。

17才になった Char10tteは Roe Headの 学校生活によって大いに知識と

経験を広め,それ以前に書き綴った “The Young Men's Play"に あきたら

なくなったが,ま だ自ら語るべきものももたず,い わば一つの曲り角で混乱

しているようである。幼年時代からの崇拝の的であった Wellington公 も主

要人物として登場するのはこれが最後であり, 以後はその息子の Zamorna

(も との Douro侯 )が ByrOnic hero的性格をむき出しにして Charlotteの

繰 りひろげる舞台の中央で活躍することになる。
2)

1)Branwellは `1'を ダブらず `Elrington'.

2)May Sinclairは 冗物 r力πθ Bηπ″sに おいて,`You can track the great
Gondal hero down by that One fantastic name, Zamorna。 ' と述べて `that

Byronic hero'Zamornaと HeathcliIと の類似性を追求していて興味深いが,

彼女は Char10tteの Angria物語と Emilyの Gondalの 世界とを混同してい
る。Cf.ρ夕。θル。,pp.195--210。
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その転期としての表われは, この作のプロットが SCOttの 動αηttθθの模

倣になっていることにも見 られる。勁απ力θθが歴史小説であるのに対し T力θ

G″θθπ D"αグ が「過去形の物語」であることは既に述べたが,その他次の

ような点にも著しい類似が見 られる。

わαπ力θθ rttθ Gγθθπ D″αタヂ

1.Ashby‐ de‐ la― Zoucheで の競技。

2.無 名の騎士が勝利の賞を受ける

時かぶとの面頬をとるのを断わ

る。それは物語の主人公 IVan―

hoe.

3.競 技における Queen Of Love
and Beauty(a Lady Rowena

は,IVanhoeに 変装 した De

BraCyに 誘拐され, Front― de―

BOeufの 城にとじこめられる。

古城で Rowena姫を看視する

意地悪の老婆 UlriCa。

Rebeccaの 裁 きでの多くの偽

証。

三日間の猶予がおかれた後の裁

判で Rebeccaの 無実が判明。

1。  the African Olympic Games。

2。 無名の勝利者はかぶとを脱 ぐの

を断わる。それは変装 した StO

Clair。

競技における the rewarder of

the Victors の Lady Ernily

は,Ste Clairに 変装 した PerCy

に誘拐され古城にとじこめ られ

る。

古城で Emily姫を看視する気

味わるい老婆 Berthal)。

Sto Clairの裁きでの多 くの偽

証 。

6週間の猶予の後の裁判で St.

Clairの 無実が判明。

3。

4。 4.

5。

6.

5。

6.

作品としてはまことに未熟で勿論 力α%力θθと比較すること自体滑稽だけれ

ども,こ の時期が Char10tteの 一つの転期であり,彼女が独自な方向に進む

一段階として SCOttの模倣に熱中したことを明らかにしたかっただけである。

この作ではまた,い わゆる Byronic heroと いわれる人間像が大きな存在と

なっていることも注目すべきである。例えば PerCyは 次のように描かれて

いる
一

1).ルπθニソθの狂妻 Be■ha Masonの前ぶれ。
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The countenance of this gentleman was, as l have said,handsome.

His features were regularly formed. His forehead was lofty, though

not very open.  But there was in the expression of his blue, spar‐

kling, but sinister, eycs, and of the slnile that ever played round

his deceitfu1 looking mouth, a spirit of deep, restless vinainy Which

warned the penetrating observer that an was not as fair within as

without, while his panid cheek and somewhat haggard air bespoke

at once the pronigate, the gambler,and perhaps the drunkard。
1)

ここには美 と悪のいりまじったこのような人間像を中心にして,激烈な愛

情 0憎悪・嫉妬・復讐など,こ ののち Char10tteが最も集中するモチーフが

顕著である。

rrageごy απご ιλθ 亜アssαy.2) これは同じ1833年 10月 6日 に書

かれたもので,こ の中で劇場での女優の演技に観衆が大喝朱する情景が描か

れていて,力′ル″θの Rachelの演技の情景を予示している。劇や劇場につ

いての描写は Char10tteが恐らく POnden HOuseの 図書館を利用して濠じ

や劇場についての知識をたくわえていたことを暗示させるが,こ れも曲り角

に立つ Charlotteの 姿勢をうかがわせる。

2.Angria王 国の創設

1834年 にも Charlotte(18才 )は多くの物語や詩を書いている。
3)こ
れまで

にも Charlotte ll才 Branwe11 10才の1826年 に始められた “The Young

Men's Play"に おける人物創造はいくたの変貌をとげて来ていたが,こ の年

に Branwellと一緒に創設した Angria王国を舞台にして彼女は,最初は

1)LθttπグSO/4ηgγグα (ed・ Fannie E.Ratchford),pp。 22-23.

2)Aγノλπγグαπα の一部。3,500語。 T力θ attJυθ 4αυθηιππs απグ Oι力θγ S′θγグιs

(1925)に収録されている。

3)・Winifred G6rinに よれば,こ の年だけで残存する原稿は 141,000語 の散文と400

行の韻文から成る。Cfo C力α″ノθノ′θ Bη″ё,p.87。
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やはり模索の過程をまぬがれなかったが,次 々と人間模様を織 りすすめる。

彼女 自身の語を用いると,`One set Of features,which they(io eo readers)

have seen now in pronle, now in fun face, now in outline, and again

in inished painting―‐varied but by the change of feeling or temper

or age; lit with love, flushed with passion, shaded with grief,kindled

with ecstasy; in meditation and mirth, in sorrow and scorn and

rapture; with the round outline of childhood, the beauty and fulness

of youth, the strength of manhood, and the furrows of thoughtful

decline'1)を描 きつづけ,華麗な世界を倉」造 して行 くことになる。

Angria lま 通常の道徳を越えた激情の世界であり,そ こに生きる人 々はい

わゆる ByrOnic hero でぁり,誇 り高 く愁いを宿 し,皮肉で反抗的,他

を軽蔑するが自らの心のうずきにのたうち,復讐に仮借 しないが深 く強い愛

情に燃える人 である。 それは ByrOnの 「海賊」 と同じく, `a man Of
loneliness and mystery'2)で ,`Lone,wild,and strange'3)で ぁる。またそ

の動ヨま`stern and high'4)で ぁるが `Fire in his glance, and wildness in

his breast'5)で ぁり,ま た `He knew himself a宙 1lain―一but he deem'dノ

The rest no better than the thing he seem'd.'6)の ように,高い誇りをも

っていた。それは the child Of Natureで ありthe Gloomy Egoistで あり

the Man of Feelingで あると同時に Villainで もある。また the Hero Of

Sensibilityで あると共に the Noble Outlawで もある。人間の歴史の中に

永遠に見 られ,特に近代になって自我の誇りとうめきが高まるとともに一層

大きく浮 かび上って来たこの人間像が Romanticismの 炎にあおられて

Charlotteの若い想像力を強く刺激したのである。そしてこのような人々の

1)“ The Last of Angria,"Иイγグガηgs,Vol.I,

2)Byron,“ The Corsair,"Canto I,8,1.173。

3)」♭ググ。,Canto I,10,1.271.

4)乃ググ.,CantoⅢ ,6,1.216.
5)乃ググ.,Canto I,16,1.531。

6)乃ググ。, Canto I, 11,11.265--266.

SHB, pp. 403--404.
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住む王国,彼女自身のいわゆる `the infernal world'1)に かけめぐらせた夢

は何らかの点で一生彼女の心に生き残ることになる。しかし Angria物語が

華やかな展開を見せるのは, この年の後半からであって,前半においては彼

女はまだどのように夢を展開すべきかに当惑しているようで,次の二つの作

はそのあらわれである。

五 五θαf frο tt α屁 助
"rθ
πθα 7oJ“πθ。

2)  
この年の最初 (Jan。 17,

1834)に書かれたこの作品では Angria王国そのものより,そ の将来の一面

が描かれている。 皇帝 Adrian(も との Douro侯 )と その宿敵 Northan―

.gerland侯 (も との Percy)と の物語というより,彼等の息子達の恋愛事件に

ついての物語であり,息子達はそれぞれの父と同じく互いに敵視するものと

なっている。

五

"gλ

 ttJfθ J“ yerJor'OJJS(Feb。 20-―Rttarch 20, 1834。 )3)

島″θノグの 一節の引用から始まるこれは ByroniSmの楽しいばか騒ぎを描

いたもので,Warner Howard Warnerと Ellen Grenvilleと の結婚の物語

となっている。また Zamornaと 結婚したばかりの Mary Percy4)が ,新婚

三カ月の夫 ZamOrnaと 他の女とのたわむれを見て苦しむさまが描かれてい

るが, これは ZamOrnaと 関係をもつすべての女性の宿命で,女性の愛の不

幸というこのテーマはこれ以後も Marian Humeか ら Mina Lauryに 至る

まで種々の形で取扱われる。他方 ZamOrnaは 新妻の以前の婚約者との関係

4こ あらぬ嫉妬心をもやして無実の妻を苦しめたりするが,ByrOnismの この

ような影響は Char10t‐teの 作品に次第に濃厚な影を落して行 くことになる。

1836年 8月 11日 の日付のある断片的手記に次の一節がある。一一 `All this day I

have been in a dreaIIl, half rrliserable, half ecstatic,一 一一―rniserable because I

could not follow it out uninterruptedly, ecstatic because it showed allnost in

the vivid reahty the Ongoings of the infernal wOrld。 '(Ⅳγt′グんgs, Volo Ⅱ,

SHB,p.255)。 (ァ ンダーラインは筆者 )

20,000語 。Library of A.Edward Newton所蔵。

38,000語 。British Museum所 蔵。

Zamornaと Mary Percyと の結婚については本稿 p.31を参照のこと。

Cカグノグ

２
　
３

　

４



和 知 誠之助
σοrんer DJsttes(R/1ay 28-June 16,1834)。

8f

これは散文と詩

を集めたもの
1)で
あるが,そ の最初の ``A Peep intO a Picture B00k''は

Charlotteが 倉」造した人物の性格の展開をうかがゎせる重要な作品である。

`The land of the Gen五 'は `The Kingdo]m of Angria'Iこ なり,Wellington

は主人公としての役を失ない,悪魔的性格を帯びた Zamornaぉ よび Percy

に関心が集中されている。Duke Of zamornaは Marquis of Douroの展開|

したもので,以後は主としてこの名で呼ばれる。
2)彼
は名称が変ったのみで

なく,初期の物語とは全く異なる性格を展開して興味深い人物になっている。
Wellington公 が Angria物 語において主人公の座をおろされたといって

も,そ れは Charlotteが彼を忘れ去ったためではない。 既に述べたように
Wellington公 への彼女の崇敬の念は幼時に形成 されたもので一生を通じて

激烈につづいた。成人後の最初のまとまった作品である 7カι P″ルSSθ″に

おいても Yorke Hunsdenが wellingtonを非難するのに対して Francis

Henriは 抗議しているし,3)sヵ″′り には Wellingtonに ついて数回の言及

が振Lら オLる。 rllえ ば Robert Gerard MoOreが  `this w7ooden faced and
pebble‐ hearted id01 0f England'4)に ナポレオンを打破る力があると信ずる,

かと問うのに対しHelstoneは ,``¬WellingtOn is the sOul of England。 "5)と

答える。また Shirleyが 貴族との結婚を断わるのに立腹した伯父が,彼女に

理想の男を尋ねると, Shirley は “Arthur wellesley,Lord wellington."6)

と答える。 またこの作 の終 り近くで作者 は自らの声で `hiS grand,old

heart,7)を 弁護している。このように,Char10tteに とって Wellington公

1)次の三つの詩文から成る。1.A Peep intO a Picture BoOk.2.ADり Abroad"
in four chttters.3.Stanzas On the fate Of Henry Percy。

原稿は Henry E.
Huntington図書館に所蔵。
2)Zamornaと ぃう名はスペインの一地域の名で,ま た Douro河の小さな町の名で :

もある `Zamora'に `n'をつけて作られたものらしい。Cfo Pθθtts,SHB,p。 175…

3)Tttι P知ルSSθγ,Chap。 24,pp.213-214。 (Everyman's Library).
4),5)S/2グ /Jり ,Chap.3,p.28.(Everyman's Library).

6)乃ググ.,Chap.31,p.436。

7)乃ググ.,Chap.37,p.503.
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は少女の思い描く理想の男性像であり,少女の幻想が一生なつかしいおもか

げとして離れなかったのであろう。しかし彼は実在の人物であり,いわば少

女の理想像であるが故に,幼時はともかくとして,人間性の複雑さ,い わば

「悪」 の認識 を深めた Char10tteは ,完成 され た理想的英雄 と して の

Wellingtonを 作中人物として 登場 さすことができなくなったのである。彼

女の描いた Wellington公にしても,T力θ Дttπグ″πgで は初期のものにく

らべてかなりの変容が見 られるけれども,あ くまでも実在の人物としての彼

の存在ははてしなく拡大する想像力には固定した場所しか与えられず,新 し

ぃ Angriaの王国には理想的英雄よりは,む しろ不完全性をまぬがれない新

しい人物が要求されるのは自然のなりゆきであった。

Zamornaは最初からCharlotteの 想像力が生み出した人物であり,ByrOn

の強い影響を受けたとはいえ,彼女の現実認識の深まりとともに想像力の自

由な働らきを許して,次第に変容と展開を重ねて行くことになる。“Charac―

ters of Celebrated Men''(1829)に おいて彼の性格は,`mild and humane

but very courageous, grateful for any favour that is done, and ready

to forgive iniurieS, kind to Others and disinterested in hilnself' とされ ,

それと同時に荒れ狂う海のとどろきや雷雨をものともしない豪勇の中に,憂

愁のかげをひそめる Byron的性格
1)が
指摘 された。 しかしこの ``A Peep

intO a Picture Book'' では, ル″θ 鼠〃θ の Rochester や Nu′力θγグπg

〃θグノ′Sの Heathclifな ど,Brontё 姉妹のすべての作品の基調となる嵐的

性格に強調がおかれている。

。 。 。he stands as if a thunderbolt could neither blast the light of

his eyes nor dash the efrontery of his browe Keen, glorious beingI

. . 。10 Zamornal what eyes thOSe are glancing under the deep

shadow of that raven crestl  They bode no good。  . . . All here is

passion and ire unquenchable. Impetuous sin, stormy pride, diving

and soaring enthusiasnl, war and poetry, are kindling their ires in

1)F甲南女子大学英文学研究』第6号,p.26を参照されたい。
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all his veins, and his wild b100d bOils from his heart and back again

like a torrent of new‐ sprung lava.。 . 。
1)

彼の現在の妻は Percyと その二番目の妻 Maryと の間の娘である Mary

Henriettaで ある。最初の妻 Florence Marian Hume2)は 雪のように純潔

でやさしく,当時の Charlotte(16才 )が想い描いていた初期の Douro侯 に

ふさわしい女性であった。しかしBranwellは ,すでに利己的で悪漢的要素を

もつ性格に展開されている Douro侯 には,そ のようなやさしく純潔な女性

よりも残酷で利己的な悪漢 Percyの娘の方が似合うと思ったのか,■筋ガθs

ヴπИダグ9夕θ′グS(Nov。 15,1833)に おいて,Percyの娘 Maria(の ちに Mary)

IHenrietta(Percyが Lady Zenobia Ellringtonと 結婚する前の妻との間の

娘)を新しい女主人公として登場させ,3)Angriaの世界に新しい要素が注

入されることになる。Douro侯はMiSS Percyに 恋したため,夫人の Marian

iHumeは胸の痛手と病で死に, Douro侯 は Percyの娘 Maryと 結婚する

ことになる。 Charlotteも Percyと ぃぅ作中人物 に関心 を高めており,

Douro侯の性格にも自我・皮肉・激情など Byron的悪魔性を強調しかけて

いたので, Branwellの方向に同調したわけである。 しかし彼女は Marian

Humeを そのまま消滅させることを残念がって,その後も “Marian"(July

21,1837)(51行 )な どの詩において,Marianを見捨てられ嘆き悲じむ妻と

して描いている。
4)

また Cθ″πθ″Dグ S力θsに含まれた詩 “Stanzas on the Fate of Henry Percy''

1)″タルグんgs,Vol◆ I,SHB,p.361.
2)p.19参照。T力θ Bγググα′において Douro侯と Marian Humeと の結婚が描か
れている。

3)Percyは Lady Ellringtonと 結婚するまでに少なくとも2回結婚している。最
初の妻は Percyが 18才の時結婚した Augusta di Segoviaで , 2番 目の妻が
Maryで ,Percyが一番愛した女性である。Maryと の間に二人子が得られ,長
女が母と同名の Maryで,の ちに Douro侯 と結婚する。男の子は Edwardと
William.Percyは 二人の男の子は嫌いで追放するが,娘の M町 だけはその母
へと同じく深い愛情を注いだ。

4)Marian Humeは ,の ちに 力′ル′′ιの Paulina Mary Homeへ と展開する。
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(June 15,1834)(282行 )で は,Alexander Percyの 子 Henryl)が父に追

われて南の島を漂う間,彼の妻だった Marianが Douro侯 と結婚するのを

嘆き, 彼女 が若くして死ぬ予告 を歌っている。―一 `Percyl thy love so

strong, so unreturned,ノ Shan be avenged on earth: her tilne is brief。 '2)

1834年後半からは, Char10tteの 筆も Branwellの 筆もすべて Angria

王国を舞台に進められる。姉弟のどちらが Angriaの創設を思いつしヽたのか

は分らないが,いつものように,そ の政治的事件は BranWellに よって詳細

に記録されている。それは“The W001 1s Rising.Or the Angrian Adven―

turere A Narrative of the Proceedings of the Foundation of  the

Kirgdom of Angria..。 ''(June 26,1834)3)に おいてであり,Ratchford

女史の指摘のように, Angria物語の成立を語るものとして極めて重要な資

料である。
4)

はじめ `The Country of the Genii'と 呼ばれたアフリカ西海岸,Niger河

の河口にある Glass Townを中心にした土地は,姉弟の想像力によって種々

の変転を見たが,やがて七つの地域一一Zamorna,Edwardston,Sydenham,

Northangerland,Arundel,Howard,お よび Warner一一をもち,初期の物

語に出てきた Wellington,Ross,Parryお よび SneaChiな ど七人の王が領

有し,Wellington公 がこの Verdopolitan Confederacyの王であった。こ

の王国の首都 VerdOpolisの 周辺の未開の地を Napoleonが侵略しようと

した時,Wellington公の王子 Zamornaは これを撃退して国の危機を救っ

た。そこで彼はその報償として自分の領地を得ようと願い,義父の Percyの

助力を得て,七人の王の猛烈な反対を押し切り,Verdopolitan Confederacy

の東部にある広大で肥沃だが人の居住していない土地の領有を議会で承認さ

1)こ の Henvは Percyと 2番目の妻 Maryと の間の子のようになっているけれ
ども,極めてあいまいな存在となっている。
2)PθθπS,SHB,p.169。

3)30,000語。Ashley Library所 蔵。″πガπgs,Vol.I,SHB,pp.407-434に

Facsimileが 収められている。

4)Cf.Tttθ  B″θηノぉ'Иttb θ/Cカグ′グカθθグ,p.77。
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せ,そ こを Angrial)と 命名する。そして ZamOrnaの 正式な名称は Duke

of Zalnorna, King of Angria, and Emperor Adrian とt兵 り, Percy lま

Northangerland伯 としてその首相となる。Calabar河畔に建設された新首

都は皇帝 Adrianに ならって Adrianopolis と命名され,七つの領地一一

Zamorna,Angria, Arundel, Northangerland,Douro,Calabarお よび

Etreiを もつことになり, 種々の障害,反対を押し切って新政府の組織化が

急速に進められて行 く。

Branwellは Angria王国の倉」設について,こ のように政治的事件,地誌

などを詳細に記しているが,そ の他にも“COrOnation of Arthur Augustus

Adrian Wellesley,First King of Angria''(June__septe,1834)lこおいて ,

詩と散文で新王国の誕生を祝し,王の戴冠の模様や `the Seat of Arts and

Sciences and Riches and Arms'2)と して運命づけられた新首都の華麗さな

どをくわしく記している。Charlotteも “A Nationa1 0de for the Angrians"

(July 17,1834)(66行 )において倉」設された王国を讃える詩を書いている。

しかし Charlotteは ,既に述べたように,Angria王 国の外的要素よりも

人的要素に関心を集中し,政府の要人や軍人およびその周囲の女性たちのみ

でなく,作家,画家,歌手などの文化人をも次々と取上げて,次第に華麗な

人間模様を描き出して行った。
3)中
心人物は ZamOrnaで ぁるが,彼の宿敵

として Percyも 大きな位置を占めることになる。新王国の創設にあたって

は ZamOrnaに 協力し多大な貢献をした PerCyで あるが,`a nery,ardent

ambitionist' であり, `dark, deep,treacherous,but unconquerable' と云わJ

1)Angriaは インドの西海岸に城塞をもつ 海賊一家 の名で, 1756年 の CliVeの

Tulala Angria討伐からこの名を思いついたらしい。Cf.Fannie E.Ratchford=

Gθηグα′'s Oπθθπ (UniV.Of Texas Press,1955),p.13,fn.

2)TグγグガA′gs,Vol, I,SHB,p.437.

3)ChaJOtte lま Branwell と互いに密接な連絡をとりながら物語を展開したようだ

けれども,Branwellが 次々と外的事件を記述するのに懸命なのに対し Char10tte

はそれを補ったり,事件を説明したり,変化を真実らしく合理化したりするのに
努めている。従って主要人物を中心とした動きの他に多数の Sub‐ plotが取扱わ

れて人物も多数登場させ られ,き わめて複雑になっているけれども, Angria物
語は全体としては統一性をもつものになっている。
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れるその生来の悪魔的性格が娘婿と平穏な関係を続ける筈はなく,PerCyは

首相という要職にありながら王への叛逆をくわだてる。激怒した ZamOrnaは

:Northangerland伯 と名のるかっての片腕ともいうべき Percyを 遂には放逐

し,PerCyの愛する娘で今は彼の妻となっている Maryと の離婚を求めたり

するようになる。“Address to the Angrians''(Sept。 15),“Speech Of His

Grace the Duke of Zamorna, at the Opening of the First Angrian

Parliament''(Sept.20), “My Angria and the Angrians"(OCt.14)1)な

ど,Char10tteが この年の後半に書いたものはいずれも,ZamOrnaと Percy,

それぞれ `bright with beauty,dark with crime'2)と ぃぅ ByrOnic hero

的性格をもつ二人の反目・抗争を取扱ったものである。

“Address to the Angrians"の Facsimileを判読したものをさきに発

表 し,3)こ の間の事情 について触れておいたので, この点に関して, 特に

Z■mornaと Percyと の性格的相剋や互いに他を嫌悪するが無視することも

できない両者の対立については,そ の稿を参照していただきたい。また両者

の対立が劇化し,Zamornaが一時 Angriaか ら追われたり王国が戦いで荒

廃したり,ZamOrna夫人の Maryが追われて嘆き死ぬことなどの Angria

物語の展開については後に述べたい。

ここではただ, ``My Angria and the Angrians''に 触れておきたい。こ

こで Charlotteは VerdOpolisか ら新しい首都 Adrianopolisへ の人々の移

動を描いて,Branwellと は異なり,Angriaの 住民の生活面に関心を向け,

いよいよ彼女独自の物語の展開へ進んで行く。しかしこれは断片的なスケッ

チのよせ 集 めにすぎなくて何らまとまったものでは な い。ただ ZamOrna

夫人が夫と父 Northangerland との不和に心乱れる場面 は ZamOrnaと

:Northangerlandと の関係の以後の展開の前奏であり,ZamOrnaが狂気のよ

1)22,000語。Law Collection所蔵。

2)4γ′力%γグαπαに含まれた詩 (Percyが その2番目の愛妻 Maryの死を嘆く)の
一句.″πノグπgs,Vol.I,SHB,p。 308.

3)『甲南女子大学研究紀要』第 6号 ,pp.71-86.
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うに叫びだしたり,別名を使 ってひそかな行動をすることなどは,ZamOrna

“の二重性格の展開を暗示している。

またこの 作 に 登場 する人物 Patrick Benjamin Wigginsは Patrick

IBranwellの 戯画であり,Charlotteの Branwell観を うかがわせて興味深

い。Wigginsの容姿は次のように描かれている一一

. . . there advanced a low slightly built man attired in a black

coat and raven grey trousers, his hat placed nearly at the back of his

head, revealing a bush of carroty hair so arranged that at the sides

it projected allnost like tWo spread hands,a pair of spectacles placed

across a prominent iRoman nose, black neckerchief adjusted with no

.great attention to precision, and, to complete the picture, a little

black rattan flourished in the hando His bearing as he Ⅵralked was

tolerably upright and marked with that indescribable swing always

assumed by those who pride themselves on being good pedestrians.

ここには当時17才 の Branwellの赤毛でとがった鼻,家族の者か ら将来の

1大成を期待され自己の才能にうぬばれた芸術家気どりが滑稽化されている。

また彼の誇張癖が皮肉られている個所もあるが, BranWenの三人の姉妹に

1対する見方がうかがわれる次の対話も興味深い一一

`What are your sisters' namesP'

`CHARLOTTE Wiggins,JANE Wiggins,and ANNE Wiggins。 '

`Are they as queer as youP'

`Oh, they are llliserable silly creatures not worth talking about.

,CHARLOTTE's eighteen years old,a broad dumpy thing,whose head

,does not come higher than my elbowo Emily's sixteen, lean and

scant,with a face about the size of a penny, and Anne is nothing,

absolutely nothing。 '

`What! Is she an idiotP'

`Next door to it。 '
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この時期の Charlotteは 実生活の面でも作品の面でも Branwellの影響を

最も強く受けていたけれども,1)二人の姉妹を見下げ軽蔑している Branwell

の思いあがりを,Charlotteは むしろ憐れむように笑う余裕をもっていたと

云えよう。その他この小品の中には,音楽家への言及もあり,当時彼等が音‐

楽の先生に教えを受けていたことなど,姉弟の生活の一面がうかがわれる点

も興味深い。

これより先 Charlotteは 6月 21日 より7月 21日 の間に T力θ lシθ〃
2)を
書 :

いた。これはかなり大部で,あ る意味で重要な作であるので,それについて

は別の個所で取扱うことにしたい。      
｀

7λe Scrap 3ooλ。
3)

1835年 3月 17日 に書き終えられたこの作は,

その冨J題 `A Mingling of Many Things'が 示すように,Angria王 国に登

場する雑多な人物と事件を取扱っている。 “A Brace of Characters''(OCte

30,1834)は Duke of Fidenaの 息子 JOhn sneacllieと ZamOrnaの 長男

Edward Ernest Gordon4)と を取扱い, “Letter to the Right Honourable

Arthur,Marquis of Ardrah"(Dec。 6, 1834)は Northangerlandと 結んで

Zamorna王への叛逆をくわだてる Ardrah侯の攻撃に対する Zamornaの

反ぱくである。また “A Late Occurence''(Jan.,1835)は Lady Julia

Wellesleyと Edward Go Sydneyと の結婚と離婚の事情を取扱い,5)平穏な

1)Ellen Nusseyは 1832年 に Charlotteを 当時住んでいた The Rydings(ノ α2ιι二/ι´

の `ThOrnield Hall'の 原型といわれる)に招いた時同行した Branwellに ついて

Charlotteと きわめて仲がよかったことを 形 ZグηグsθθπθθS θ/C力α″′θノノθ βγθπノ″

に次のように記 している一一`.…  he(i.e.Branwell)was J力 θη a very dear

brother, as dear to Charlotte as her own soul; they were in perfect accord

Of taste and feeling, and it was mutual delight to be tOgether。 '(rれι“ιグメυ・

απグ Lθ″θ浴,Vol.I,SHB, p.106)。

2)42,000語。原稿は B五tiSh Museumの 所蔵。1931年 George Edwin MacLean

が序文をつけて OXfOrd university Pressょ り発表。

3)53,000語。British Museum所蔵。

4)Helen ViCtoriaと の間に生れる。 (本稿 p。 11参照 )。

5)冗姥 乃ππグ′グπgに ついての個所 (本稿 pp.21-22参 照 )。
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家庭生活の継続を描かない Charlotteは , ここでも女性の不幸を追求して

もヽ る。 “Duke of ZalmOrna and Edward Percy" (1可 arCh 16, 1835) は

Zamornaと Percyの長男 Edward Percyと の関係を取扱ったものである。

このように Charlotteは 何かにとりつかれたように,Angriaの 世界に夢

をはせ続けたが,1835年 7月 29日 MiSS Woolerの 学校へ,今度は教師とし

て行 くことになり,生徒としての Emilyを 同行する。Emilyは その想像の世

:界 Gonda11)と の別れを悲しみ, 自由の欠如に堪え切れず,3カ月でHawOrth

に帰り,Anneと交替することになる。 これに反し,長女としての責任感を

強 く感ずる Charlotteは ,家を離れる前に Ellen Nusseyに 送った手紙に,

_Haworthすなわち Angriaの 想像の世界との別離に堪えねばならぬ思いを

1次のように書き送っている一一

I am sad, very sad at the thoughts of leaving home but]Duty一

Necessity一 these are stern mistress who will not be disobeyed.2)

そしてそれから1838年 5月 まで 3年近くの間 MiSS Woolerの もとで教師

生活を送ることになる。その間彼女が Angriaの 世界から別れていかに苦し

いみじめな日々を送ったかは,彼女自身の手記や詩文が痛ましいまでに語っ

ているが, これは Charlotteの “The Young Men's Play''と の訣別,換言

すれば責任のない幸福な少女時代との訣別を意味している。彼女はまだこの

後も数年 Angriaに 想像をかけめぐらすことになるが,Roe Headで の再度

、の学校生活は Char10tteの 成人としての時代の始まりを印づけ,彼女は実生

活面でも精神面でも新たな局面に向って出発することになる。

1)Emilyと Anneと は Angriaか ら離れて独自の世界を創造していたが,1834年
11月 24日付で, `The Gondals are discovering the interior of Gaaldine.'(T力 θ

Lグル αηグニθ″θ鶴,V01.I,SHB,p.124)と 言己している。Gaaldine は Gondal

legendにおける南太平洋の大きな島である。

2)」めググ.,p.129。
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A Partial List of Charlotte Brontё 's Juvenilia (2)

(1832-1835)

CHARLOTTE

1832

Aug。   2。

Aug。 20。 THE BRIDAL

Nov.27。 “Lines on Bewick"(`The cloud of recent

death is past away')(80ィ 予)

Feb. 8。

Feb.12。  “Lament''(`0_Hylel thy waves are like
B島メ。1ぞ顎leams)(16行 )

March 26。 “Death of Lord Rowan"(`Fair fOrms of

glistening marble stand around')(48行 )

Apri1 26。

May l―‐31.A NOVEL IN h/11NIATURE

June 27。 THE FOUNDLING

Sept.2.THE GREEN DWARF

Oct.2。 “The Red Cross Knight'('`TO the desert

sands of Palestine')(54イ テ)

Oct。 2。 “MemOw"(`When the dead in their

cold graves are lying')(28ォ予)

Oct。 7.“ Lines Written beside a Fountain"(`Dear

is the hour when, freed fronl toils and

care')(28行 )

1833

BRANWELL

LETTERS FROR/1AN
ENGLISHMAN

THE PIRATE

THE MONTHLY
INTELLIGENCER
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Nov。  15。

Nov.20.ARTHURIANA

Dec.27.“ Richard Coeur de Lion and Blondel"

(`The blush,the hght, the gorgeOus glow

of eve')(169行 )

1834

Jan.17.A LEAF FROM AN UNOPENED
VOLUME

Feb。 20-NIarch 20.HIGH LIFE IN

VERDOPOLIS

May 2.“ Death Of Darius Codomannus"(`The

mumed clash of arlns is past, as if it

ne'er had been')(239イ予)

May.28´一June 16.CORNER DISHES

June 15。 A DAY ABROAD

June 26.

July 17.“ A NatiOn。 1 0de for the Angrians''(`The

sun is on the Calabar,the dawn is

quenched in day')(66″ 子)

June 21-―July 21.THE SPELL:AN
EXTRAVAGANZA

June― Sept.

Sept.15。 ADDRESS TO THE ANGRIANS

September

Sept。 一―Oct.

Sept.20。 SPEECH OF HIS GRACE THE DUKE
OF ZAMORNA,AT THE OPENING
OF THE FIRST ANGRIAN PARLIA‐
MENT

THE POLttTICS IN

VERDOPOLIS

THE WOOL IS RISINGニ
OR THE ANGRIAN
ADVENTURER

CORONATION OF
ARTHUR AUGUSTUS
ADRIAN WELLESLEY,
FIRST KING OF ANGRIA

NORTHANGERLAND'S
LETTER TO THE
ANGRIANS

THE OPENING OF THE
PIRST ANGRIAN
PARLIAMENT
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Oct.7.“ Saul"(“ Neath the palms in Elah's valley')

(80行 )

・Oct.14.MY ANGRIA AND THE ANGRIANS
,Oct.30。 A BRACE OF CHARACTERS

(inCluded in THE SCRAP BOOK)

Dec.6.LETTER TO THE RIGHT HONOUR‐
ABLE ARTHUR, MARQUIS OF
ARDRAH(in THE SCRAP B00K)

:Dec。 一 Jan。

1835

P    A LATE OCCURENCE(In THE SCRAP
BOOK)

:h/1arch 16.DUKE OF ZAMORNA AND
EDWARD PERCY(in THEE SCRAP
B00K)

.June 15 - July 25。

THE IⅥASSACRE OF
DONGOLA

THE HISTORY OF
ANGRIA I




